
 

 

令和４年度 地区研修園 研修報告書 

 

 

１.地区名      中央区 

２.園名       学校法人 法林寺学園 成子幼稚園 

３.研修主題    運動遊び ～基礎体力向上に向けて～ 

４.研修理由    当園では、過去 2年間「ヒヤリハット」について研修を行い、子どもが安心して遊べる

環境づくりを目指してきた。その中で、子どもの体力不足から起こる怪我に着目し、

子どもが楽しみながら運動体験を増やすことで体力を養い、結果的に怪我をしにくい

身体が育成することを目標に設定した。 

５.研修の進め方 

 

  

 

 

６.研修経過 

〇うんどうカードについて（本園独自で作成したカード）  

  

  挑戦することで、「やればできた」「やったらできた」から「もっとやりたい」という気持ちに繋がることを目指し

ている。又、定期的にカードを持ち帰ることで家庭との連携も深まることを期待し改定を図った。 

 

○たいそうについて                                                                                             

永年、当園の保育の主軸として行っている“たいそう”の来歴について、全職員の共通理解を深めるた

めに園内講習会を実施。(当園の“たいそう”担当：吉澤)   

 

 ○公開保育について                                               

普段から取り入れている運動あそびを軸に構成した保育を公開。                    

中央地区の幼稚園４園からご参加いただいた。 

 

12/1公開保育 

10/1園内講習会（これまでの園での“たいそう”について） うんどうカードの見直し （項目の検討） 

5．6月うんどうカード運用開始 

 

 

職員と一緒に身体を動かす遊びや園庭にある遊具

など簡単なものから開始。 

目的を達成出来たらシールを貼る。項目ごとに段階

を踏んで徐々に難しい技にも挑戦している。 

 

 

本園で作成した独自のカード 

マット購入 

 

 

 

 



 

 

７．実践報告書（公開保育） 

〈５歳児〉 

内容：マット運動・リング縄跳び・ボール送りリレー    

以前より安全面に配慮しながら楽しくマット運動の経験を積んできた。友だちの動きが成功すると

自分の事のように喜び、自らの意欲に変え積極的に取り組む姿が見られた。また、指導方法など

新たな課題も見つかった。 

 

 

 

 

 

〈４歳児〉 

内容：地下遊戯室で運動遊び（平均台、クライミングウォール、はしご等） 

これまで地下での運動遊びを経験して、運動用具のルールを身につけてきた。裸足で活動し、足

の指で感触を確かめながらできたことで遊びの幅が広がった。また、自分の意志で活動を工夫す

るなど子どもたちなりに身体の仕組みに気付いた。想定外の動きにも挑戦する姿が見られた。 

 

 

〈３歳児〉 

内容：屋上で運動遊び（走る、くぐる、跳ぶ、渡る） 

日常の中で行ってきた“たいそう”を忍者ごっこという形にして実施した。巧技台での運動遊びで

は、登ること、ジャンプすることから力の違いを見つけることができ、今後の課題とすることができた。

当日は、気温が低く風も強かったため、場所に応じて寒さ対策も考える必要があった。その中で

子どもたちは忍者になりきり、意欲的に運動に取り組めた。 

 

 

〈満 3 歳児〉 

内容：室内、園庭で運動遊び（走る、ジャンプ、くぐる、渡る、ボール等） 

年齢に合わせた運動を取り入れ、一回で行う人数を少なくするなど、安全面に配慮しながら活

動を行った。初めて経験する用具に興味を持ち積極的に遊ぶ子、経験のないものへの不安感を

持ちながら慎重に取り組む子など様々な反応が見られた。 

＜４歳児 平均台＞ 

＜3歳児 綱渡り＞ 

＜満３歳児 イラストタッチ＞ 

＜５歳児 ブリッジ 10連＞ ＜５歳児 ブリッジを潜り抜けた＞ 



 

 

9．振り返り・終わりに 

今回の研修を通して、運動能力は年齢・性別・個々によって異なり、また、環境も大きく関わってくること

を改めて実感した。 

うんどうカードを見直したことで、職員の間でも意識の変化が見られ、保育の中にも定期的に取り入れら

れるようになった。普段身体を動かして遊ぶことが少ない子もうんどうカードに取り組むことで、成功体験を

し、それが次への意欲に繋がってきている。 

公開保育では、事前準備や指導方法、子どもの動きの予想等を学び、改めて考え直すきっかけになっ

た。また、職員の役割の重要性や用具の使い方などの改善点も見えてきた。 

 

今回「体力不足の解消や怪我をしにくい身体を作る」というテーマに沿って学びを深めていく中で、運動

に向き合う時間が増え、園全体で研修を進めていくことができた。 

今後は、今回の学びを生かし日頃の保育にも繋げ、よりよい保育を目指していきたい。          

公開保育にご参加いただいた幼稚園の皆様、また研修の機会を与えてくださったことに感謝したい。 

・マイナスの感情を持ちながら活動するのではなく意欲的に取り組めるような指導方法、言葉かけを学んでいきたい。 

・園内講習会をしたことが、“たいそう”に対する職員間の情報共有に繋がった。今後も共有できる機会を増やしていく。 

・昨年までの研修で学んだヒヤリハットに基づき、安全面に配慮して、子どもの動きや遊ぶ場所に応じ職員が分散して見守っていく。 

 

 


